
2004

今月の主な内容 

6月号 

ふれ愛 
  ネットワーク 
ふれ愛 
  ネットワーク 

広　報 広　報 2004年６月１日発行 
高知県日高村広報編集委員会 

2004年６月１日発行 
高知県日高村広報編集委員会 

No.426

（水無月） 

能津保育所で交通安全教室が行われました。
「横断歩道は手を上げてわたります。」

●村長あいさつ 2 

●学校だより 3 

●市町村合併⑨ 4

けんこうあいさつ

………… 

…………… 

………… 

●シリーズ薬の知識 7 

●Information 10 

●ヴィニース日記 16

… 

…………… 

……… 

44



─広報ひだか 6月号─　（2）（3）　─広報ひだか 6月号─

Village Topics
     

ご
あ
い
さ
つ

 

　
こ
の
度
、
引
き
続
き
村
政
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

　
初
心
に
立
ち
返
り
、
皆
様
の
負

託
に
応
え
、
誠
心
誠
意
懸
命
の
努

力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
何
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
就
任
に
あ
た
り
、
目
下
大
き
な

課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
考
え
方
を

お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

ご
指
導
は
元
よ
り
、
格
段
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

○
先
進
モ
デ
ル
の
エ
コ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
と
振
興
策
の
実
施
で

魅
力
あ
る
村
づ
く
り 

　
昨
年
、
住
民
投
票
で
の
設
置
推

進
は
、
全
国
初
と
言
わ
れ
、
注
目

を
さ
れ
て
い
る
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
。

安
全
安
心
信
頼
さ
れ
る
施
設
が
立

派
に
完
成
さ
れ
る
こ
と
と
、
ま
た
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
情
報
公
開
に

つ
い
て
も
見
定
め
て
参
り
ま
す
し
、

一
方
の
村
振
興
策
の
実
施
に
つ
き

ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
様
方
の
夢

や
願
い
を
極
力
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

正
し
く
地
域
振
興
、
村
の
発
展
に

結
び
つ
く
よ
う
な
事
業
の
展
開
に

向
け
て
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。 

 

○
市
町
村
合
併
（
あ
る
い
は
単
独
）

は
、
住
民
合
意
で
悔
い
の
無
い

選
択
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。 

　
橋
本
知
事
も
市
町
村
合
併
に
積

極
的
な
姿
勢
を
示
さ
れ
ま
し
た
よ

う
に
、
私
も
、
収
入
の
増
加
が
見

込
め
な
い
中
に
あ
っ
て
は
、
合
併

に
よ
り
省
け
る
経
費
は
極
力
省
き

効
率
の
良
い
自
治
体
を
つ
く
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め
る
こ
と
が
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
合
併
す
る
に
は
相
手
が

あ
り
、
水
道
料
、
国
保
科
、
職
員

の
給
料
な
ど
調
整
の
必
要
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。
目
下
、
佐
川
町
と

の
合
併
に
つ
い
て
調
整
項
目
の
資

料
作
り
を
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、

法
定
協
議
会
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
成
り
行
き
は
、
逐
次
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
12
月
末

に
は
、
説
明
会
用
の
資
料
が
出
来

上
が
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

１
月
か
ら
地
区
別
説
明
会
を
開
き
、

順
次
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様

が
新
し
い
町
に
夢
を
託
さ
れ
る
の
か
、

は
た
ま
た
単
独
自
立
か
に
つ
い
て
、

悔
い
の
無
い
ご
判
断
を
い
た
だ
く

た
め
の
説
明
や
情
報
提
供
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
大
い
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

○
行
財
政
改
革
を
実
施
し
ま
す
。 

　
国
の
三
位
一
体
改
革
は
、
県
は

も
と
よ
り
、
市
町
村
、
特
に
小
規

模
で
財
政
力
の
弱
い
自
治
体
日
高

村
に
は
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
行
け
ば
、
平
成
17
年

度
で
基
金
（
貯
金
）
を
使
い
果
た
し
、

平
成
18
年
度
は
赤
字
が
免
れ
な
い
、

そ
の
様
な
大
変
厳
し
い
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
。
現
在
、
行
財
政
の
改

革
を
目
指
し
造
詣
の
深
い
先
生
や

住
民
の
方
々
を
含
む
委
員
会
を
発

足
し
、
効
率
の
よ
い
行
政
財
政
に

つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い

て
鋭
意
ご
検
討
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ

り
ま
し
て
の
改
革
で
す
の
で
、
痛

み
を
伴
う
厳
し
い
答
申
も
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
く
努

力
を
し
な
が
ら
改
革
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

　
そ
の
他
、
懸
案
の
治
水
対
策
、

南
海
地
震
へ
向
け
て
の
防
災
対
策

な
ど
課
題
は
山
積
み
で
あ
り
ま
す
が
、

住
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
粉
骨

砕
身
、
全
力
で
課
題
解
決
に
向
け

取
り
組
む
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

日高村村長選挙 日高村村長選挙 
中野益　氏無投票で再選 

中野益　 

　
東
部
保
育
所
と
能
津
保
育
所

で
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
伊
野
警
察
署
の
方
々
に
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
信
号
機
を
使
っ
て
横

断
歩
道
の
渡
り
方
や
、
右
を
見

て
左
を
見
て
、
そ
し
て
、
右
を

見
て
横
断
す
る
こ
と
な
ど
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
交
通
安
全
の
ビ
デ
オ

が
上
映
さ
れ
、
そ
の
中
で
出
題

さ
れ
た
ク
イ
ズ
に
大
き
な
声
で

回
答
し
て
い
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
に
交

通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
交
通
事
故
は
い
つ
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
地
域
社
会
が

子
ど
も
達
か
ら
目
を
離
さ
な
い

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

通
ル
ー
ル
を 

守
り
ま
す 

交 保
育
所
で
交
通
安
全
教
室 
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縦割り遠足

学校だより

加茂小学校加茂小学校加茂小学校

　
４
月
30
日
、
春
の
遠
足
で
日
高
村

総
合
運
動
公
園
へ
行
き
ま
し
た
。
１

年
生
の
歓
迎
も
こ
め
た
遠
足
で
す
。

そ
れ
で
、
16
班
の
縦
割
り
班
ご
と
で

行
動
し
ま
し
た
。 

　
１
年
生
も
班
長
に
手
を
引
い
て
も

ら
っ
て
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。 

　
運
動
公
園
で
は
、
班
別
綱
引
き
大

会
や
王
様
ジ
ャ
ン
ケ
ン
、
靴
と
ば
し

大
会
を
し
ま
し
た
。
綱
引
き
大
会
は
、

盛
大
な
応
援
も
あ
り
、
ど
の
班
も
力

の
入
っ
た
良
い
勝
負
で
し
た
。
優
勝

は
、
13
班
で
し
た
。
力
の
強
そ
う
な

人
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。
き
っ
と

縦
割
り
掃
除
も
上
手
な
班
だ
と
思
い

ま
し
た
。 

　
靴
と
ば
し
大
会
で
は
、
高
く
と
ぶ

靴
、
ポ
ッ
ト
ン
と
落
ち
る
靴
、
コ
ロ

コ
ロ
回
る
靴
と
色
々
あ
っ
て
、
笑
っ

た
り
、
オ
ー
と
歓
声
を
上
げ
た
り
し

な
が
ら
や
り
ま
し
た
。
優
勝
は
、
６

年
生
の
裕
貴
君
で
し
た
。
さ
す
が
、

サ
ッ
カ
ー
選
手
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。 

　
お
弁
当
も
班
別
に
集
ま
っ
て
食
べ

ま
し
た
。
み
ん
な
お
家
の
人
に
作
っ

て
も
ら
っ
た
お
弁
当
を
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
日
下
小
学
校
の
人
た
ち
と
も
遊
べ

ま
し
た
。
天
候
も
よ
く
楽
し
い
遠
足

で
し
た
。 

楽しかったよ楽しかったよ

縦割り遠足縦割り遠足

みんな友だち元気いっぱいの１年生
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平
成
15
年
８
月
号
で
、
市
町
村
合
併
⑧
を
お
伝

え
し
て
以
降
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
休
止
状
態
で

し
た
が
、
本
年
４
月
よ
り
佐
川
町
と
の
合
併
の

検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
の
取
り

組
み
と
現
在
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

平
成
13
年11月

平
成
14
年９月

平
成
14
年10月

平
成
15
年２月

平
成
15
年２月

平
成
15
年５月

平
成
15
年

７
月

平
成
15
年11月

平
成
15
年12月

平
成
16
年

２
月

平
成
16
年

４
月

「
仁
淀
川
広
域
（
土
佐
市
、
伊
野

町
、
春
野
町
、
日
高
村
、
吾
北
村
）

の
市
町
村
合
併
を
考
え
る
」
と
い

う
資
料
を
も
と
に
説
明
会
開
催
。 

 

土
佐
市
、
伊
野
町
、
日
高
村
、
吾

北
村
、
本
川
村
で
作
成
し
た
資
料

を
も
と
に
住
民
説
明
会
開
催
。 

 

日
高
村
を
除
く
伊
野
町
、
吾
北
村
、

本
川
村
で
の
合
併
が
表
明
さ
れ
る
。 

 

住
民
発
議
に
よ
る
合
併
協
議
会
の

設
置
請
求
を
１
９
３
９
人
分
の
署

名
を
添
え
て
本
請
求
。 

 

３
町
村
か
ら
付
議
し
な
い
と
い
う

返
答
が
あ
り
事
実
上
伊
野
町
グ
ル

ー
プ
へ
の
合
併
の
道
が
閉
ざ
さ
れ

る
。 

 

市
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
。

合
併
を
望
む
声
が
55
％
。 

土
佐
市
と
高
吾
北
合
併
協
議
会

（
佐
川
町
、
越
知
町
、
池
川
町
、

仁
淀
村
、
吾
川
村
）
へ
申
し
入
れ

を
行
い
、
同
月
、
高
吾
北
グ
ル
ー

プ
よ
り
拒
否
さ
れ
る
。 

 

高
吾
北
法
定
協
議
会
が
解
散
さ
れ

る
。 

 

地
理
的
問
題
等
か
ら
土
佐
市
と
の

協
議
が
打
ち
切
ら
れ
る
。 

 

佐
川
町
長
よ
り
合
併
協
議
が
申
し

込
ま
れ
る
。 

 
日
高
村
、
佐
川
町
で
事
務
レ
ベ
ル

で
の
合
併
協
議
が
始
ま
り
現
在
に

至
る
。 

　
４
月
１
日
、
佐
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
佐
川
町
・
日
高

村
合
併
検
討
準
備
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
準
備
室

は
、
佐
川
町
、
日
高
村
の
職
員
２
名
ず
つ
の
計
４
名
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
合
併
協
議
会
設
置
の
可
能
性
を
検
討
し

て
い
ま
す
。 

　
合
併
特
例
法
に
基
づ
く
合
併
を
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
の
事
務
を
早
急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
合

併
を
す
る
に
し
て
も
、
し
な
い
に
し
て
も
両
町
村
の
住
民

が
よ
く
将
来
を
考
え
、
議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

市
町
村
合
併

市
町
村
合
併

市
町
村
合
併
９

日
高
村
の
合
併
へ
の
取
り
組
み 

佐
川
町
・
日
高
村
合
併
検
討
準
備
室
設
置

検討準備室での会議の様子 

市町村合併についてのお問い合わせは

企画課  ２４－５１１３
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項　　　目 日　高　村 佐　川　町 

項　　　目 日　高　村 佐　川　町 

・人口は平成12年国勢調査　　　　　　　　　・年間予算は平成16年度当初予算額 
・債務残高、基金残高は、平成15年度末　　　・職員定数は平成15年定員管理調査 
・議員定数は平成15年度末の条例上の定数　　・高齢化率は65才以上人口／総人口（平成16年２月末） 

・国民健康保険税は、被保険者一人当たりの年間平均負担額（平成14年度調定分） 
・介護保険料は、一号被保険者（65才以上）の月額料（平成16年度） 
・水道料は、月額基本料（８ｍ3まで）の額 
・保育料は、３歳未満の児童一人の場合の最高額 

面　　積 
人　　口 
年間予算 
債務残高 
基金残高 
職 員 数 
議員定数 
高齢化率 

（km2） 
（人） 
（億円） 
（億円） 
（億円） 
（人） 
（人） 
（％） 

４４．８８ 
５，９６８ 
３２．３ 
５２．７ 
７．９ 
７６ 
１６ 

２７．９ 

１０１．０２ 
１４，７７７ 
６２．９ 
１０１．９ 
２２．５ 
１３３ 
１８ 

２８．５ 

　　　   標準課税率 
200万円以下　３％ 
700万円以下　８％－10万円 
800万円超　　10％－24万円 

　　　   標準課税率 
200万円以下　３％ 
700万円以下　８％－10万円 
800万円超　　10％－24万円 

個人町村民税 
 
 
法人町村民税率 
固定資産税 
国民健康保険税 
介護保険料 
水道料基本料 
保育料最高額 

（率） 
 
 
（率） 
（率） 
（円） 
（円） 
（円） 
（円） 

１４．７ 
１．４ 

５４，２７５ 
４，２００ 
５２５ 

４５，３００ 

１３．２ 
１．４ 

６８，４７９ 
３，６６７ 
６５０ 

５６，５００ 

項　　　目 日　高　村 佐　川　町 
住民票写交付手数料　　　（１件／円） 
印鑑登録手数料　　　　　（１件／円） 
印鑑証明交付手数料　　　（１件／円） 
戸籍謄（抄）本交付手数料　（１件／円） 

３００   
無料（再交付 ３００） 

３００   
４５０  

２００   
無料（再交付 ２００） 

２００   
４５０  

現時点で分かっている     と     の日高村日高村日高村 佐川町佐川町佐川町 ち が いち が い

町村合併についての 
住 民 懇 談 会 実 施 

＊ご都合の良い日にお越しください。 

　現在、日高村で
は、佐川町との間
で合併検討準備会
を設置し、法定合
併協議会設置に向

けての準備作業に取り組んでおります。 
　町村合併について、これまでの経過や状況の報告
と今後の予定などについて説明させていただくとと
もに、住民の皆様からのご意見等をいただきたく、
下記の日程で「町村合併についての住民懇談会」を
開催します。 
　ぜひ多くの皆様のご参加をいただきますようご案
内いたします。 

月 

 

 

６ 

日 

７ 

８ 

９ 

11

12

曜日 

月 

火 

水 

金 

土 

時間 

19：00
 

20：30

　　　　　会　　　　場 

能津公民館 

日下公民館下分分館（小村集会所） 

本郷多目的集会所（さんさん市） 

加茂公民館（ふれあいプラザ） 

社会福祉センター 

〜 

お問い合わせ先 
　　日高村役場企画課 
　　　２４－５１１３ 
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－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

平
成
16
年
４
月
よ
り
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。
期
限
内
に
納

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な
「
口
座
振
替
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
額
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
安
定
し
た
価
値
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
毎
年
の
物
価
の
上
昇
・
下
落
に
応
じ
て
、
翌

年
４
月
分
か
ら
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
16
年
度
の
年
金
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
13
年
の
年
平
均

の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
に
対
す
る
平
成
15
年
の
年
平
均
の
全

国
消
費
者
物
価
指
数
の
比
率
で
あ
る
マ
イ
ナ
ス
1.2
％
を
基
準
と

し
て
、
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
国
民
年
金
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
14
年
度
の
年
金
額
（
老

齢
基
礎
年
金
の
場
合
８
０
４
、
２
０
０
円
）
を
基
準
と
し
て
次

の
よ
う
に
改
定
に
な
り
ま
す
。 

　
　
・
老
齢
基
礎
年
金
　
７
９
４
、
５
０
０
円 

（
40
年
間
納
付
の
場
合
） 

　
　
・
障
害
基
礎
年
金
　
９
９
３
、
１
０
０
円
（
一
級
障
害
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
９
４
、
５
０
０
円
（
二
級
障
害
） 

　
　
・
遺
族
基
礎
年
金
　
７
９
４
、
５
０
０
円
（
基
本
額
） 

　
ま
た
、
改
定
さ
れ
た
新
年
金
額
に
よ
る
支
払
は
平
成
16
年
６

月
支
払
期
（
４
月
・
５
月
分
）
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
１

回
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
「
年
金
振
込
通
知
書
」
と
合
わ

せ
て
、「
年
金
改
定
通
知
書
」
を
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
よ

り
、
年
金
受
給
者
あ
て
に
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

年
金
改
定
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
さ
れ
た
場
合
な
ど

に
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

国保税の
お知らせ

　
前
年
中
の
世
帯
の

合
計
総
所
得
金
額
が

一
定
基
準
額
以
下
の

場
合
に
は
、
年
間
の

国
保
税
の
中
か
ら
均

等
割
額
と
平
等
割
額

を
減
額
で
き
る
制
度

が
あ
り
、
軽
減
さ
れ
た
分
は
補
助
金
等
で
補

て
ん
さ
れ
ま
す
。 

　
平
成
16
年
度
の
本
賦
課
（
７
月
算
定
分
）

か
ら
国
保
税
の
算
定
額
が
変
更
す
る
の
に
伴

い
、
従
来
の
６
割
、
４
割
軽
減
か
ら
新
た
に

２
割
を
加
え
て
７
割
、
５
割
、
２
割
軽
減
の

制
度
を
適
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

２
割
軽
減
は
申
請
が
必
要
で
す 

　
７
割
、
５
割
軽
減
は
課
税
に
自
動
的
に
計

算
さ
れ
ま
す
の
で
申
請
は
不
要
で
す
が
、
２

割
軽
減
は
申
請
に
よ
り
減
額
を
行
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
２
割
軽
減
の
該
当
と
思

わ
れ
る
世
帯
に
は
文
書
で
お
知
ら
せ
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
文
書
を
受
け
取
っ
た
世
帯
の

方
は
役
場
へ
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
申
請
の
提
出
期
限
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
提
出
期
限
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
期

限
を
過
ぎ
る
と
、
該
当
者
で
あ
っ
て
も
２
割

軽
減
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

提
出
期
限 

本
年
度
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
た
だ
し

平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
に
国
保
に
加
入

さ
れ
た
場
合
は
、
加
入
日
か
ら
14
日
以
内

ま
た
は
、
平
成
16
年
７
月
31
日
の
い
ず
れ

か
遅
く
到
来
す
る
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

※
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
軽
減
判
定
に
は
世
帯
主

の
所
得
が
ふ
く
ま
れ
ま
す
。（
世
帯
主
が

被
保
険
者
で
な
い
場
合
、
国
保
税
の
税
額

計
算
に
は
、
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。） 

※
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
世
帯
全
員
の

所
得
申
告
が
必
要
で
す
。
所
得
が
不
明
な

場
合
は
軽
減
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
収

入
が
な
い
方
も
０
の
申
告
が
必
要
で
す
の

で
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
申
請
等
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
　

　
日
高
村
役
場
　
税
務
課
　
国
保
係 

　
　
　
２
４
―
５
１
１
２
　
ま
で 

被保険者数 

（世帯主を含む） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

７割軽減

330,000円以下

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

５割軽減  　

575,000円以下

820,000円以下

1,065,000円以下

1,310,000円以下

1,555,000円以下

1,800,000円以下

2,045,000円以下

2,290,000円以下

２割軽減 (要申請 )

680,000円以下

1,030,000円以下

1,380,000円以下

1,730,000円以下

2,080,000円以下

2,430,000円以下

2,780,000円以下

3,130,000円以下

3,480,000円以下

軽減判定基準所得 軽
減
基
準
額

国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。
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シ　リ　ー　ズ 知っておきたい薬の知識 44

　
今
回
は
「
健
康
食
品
」
に
つ
い
て
の
Ｑ

＆
Ａ
の
２
回
目
で
す
。 

 
Ｑ
１
　
健
康
食
品
は
ど
の
よ
う
に
利
用
す

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ
　
健
康
食
品
は
、
普
通
の
食
事
で
は
不

足
し
が
ち
な
栄
養
素
を
補
い
、
健
康

の
保
持
、
病
気
の
予
防
の
た
め
に
摂

取
す
る
も
の
で
す
。
治
療
を
目
的
と

し
た
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
体

調
改
善
に
確
実
で
す
ぐ
に
効
用
が
あ

る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
ら
医
療
機
関
で
治
療
す
る
の
が
最

善
の
方
法
で
す
。
な
お
健
康
食
品
は
、

「
効
く
」
と
か
「
な
お
る
」
と
い
っ

た
医
薬
品
の
効
能
・
効
果
を
表
す
言

葉
は
使
用
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
骨
が
折
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
考

え
る
と
、
折
れ
た
骨
を
く
っ
つ
け
る

た
め
に
利
用
す
る
の
が
医
薬
品
で
、

丈
夫
な
骨
に
な
る
よ
う
に
利
用
す
る

（
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
補
給
）
の
が

健
康
食
品
で
す
。
健
康
食
品
は
、
身

体
を
健
康
に
保
つ
た
め
の
予
防
と
し

て
日
頃
か
ら
補
う
も
の
と
い
え
ま
す
。 

 

Ｑ
２
　
健
康
食
品
は
い
つ
食
べ
る
の
が
良

い
で
す
か
？ 

Ａ
　
食
品
で
す
の
で
特
に
決
ま
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
毎
日
の
継
続
が
大
切
で

す
の
で
、
生
活
習
慣
に
合
わ
せ
て
、

続
け
や
す
い
と
き
を
選
ん
で
お
召
し

上
が
り
く
だ
さ
い
。
一
般
的
に
、
食

後
が
お
す
す
め
で
す
。 

 

Ｑ
３
　
健
康
食
品
は
、
何
種
類
か
ま
と
め

て
食
べ
て
良
い
で
す
か
？ 

Ａ
　
栄
養
成
分
が
重
複
し
て
い
な
け
れ
ば

数
種
の
健
康
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て

食
べ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

健
康
食
品
と
い
え
ど
も
副
作
用
が
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
過

剰
摂
取
に
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
れ
ぞ

れ
の
健
康
食
品
を
よ
く
理
解
し
、
目

的
に
合
わ
せ
て
お
召
し
上
が
り
く
だ

さ
い
。 

　
　
健
康
食
品
は
不
足
し
が
ち
な
栄
養
成

分
を
補
う
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、

か
た
よ
っ
て
取
ら
な
い
よ
う
注
意
が

必
要
で
す
。 

 

Ｑ
４
　
病
院
で
も
ら
っ
た
薬
と
健
康
食
品

を
一
緒
に
食
べ
て
も
よ
い
で
す
か
？ 

Ａ
　
健
康
食
品
は
安
全
な
成
分
か
ら
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
健
康
食
品
に
よ
っ

て
は
医
薬
品
と
の
相
互
作
用
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
健
康
食

品
は
病
気
の
方
に
も
食
べ
て
い
た
だ

け
ま
す
が
、
病
院
か
ら
薬
を
も
ら
っ

て
い
る
方
は
、
適
切
な
診
断
、
治
療

を
受
け
る
う
え
で
も
、
健
康
食
品
を

一
緒
に
食
べ
て
良
い
か
、
医
師
ま
た

は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

－健康食品－ 

16
時
30
分
～

 
開
会
行
事
︵
体
育
館
︶

17
時
30
分
～

 
鳴
子
踊
り

 
夜
店

 
カ
ラ
オ
ケ
大
会
︵
運
動
場
︶

 
花
火

19
時
40
分
～

 
閉
会
行
事

日
高
養
護
学
校
七
夕
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

日
高
養
護
学
校
七
夕
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

　
日
高
養
護
学
校
で
は
、
７

月
３
日
（土）
恒
例
の
七
夕
ま

つ
り
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

　
体
育
館
で
の
開
会
行
事
で

は
、
日
高
養
護
学
校
児
童
生

徒
に
よ
る
出
し
物
の
ほ
か
、

加
茂
小
・
日
下
小
・
日
高
中

の
み
な
さ
ん
の
友
情
出
演
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
運
動
場
で
は
焼
き

鳥
や
か
き
氷
、
と
う
も
ろ
こ

し
な
ど
の
夜
店
も
出
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
日
高
養
護

学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
県
立

学
校
敷
地
内
は
全

面
禁
煙
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
雨

天
時
も
、
体
育
館

や
校
舎
内
で
お
こ

な
い
ま
す
。 

日
 
程
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新
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教育委員会 

シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・ 
シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・ 

⑥ 

【シリーズ同和問題・⑦】
へつづくワン

八
、
新
た
な
闘
い 

 

　
１
９
４
５
年
８
月
15
日
、

終
戦
。 

　 　
翌
年
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
・
主
権
在
民
・
平
和
主
義

を
定
め
た
日
本
国
憲
法
が
制

定
さ
れ
ま
す
。 

　
主
人
公
は
国
民
で
あ
り
、

平
和
を
、
そ
し
て
人
権
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
う
た
っ
た

憲
法
は
、
新
し
い
日
本
の
誕

生
を
示
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
戦
時
中
や
終
戦
後

の
混
乱
の
中
、
差
別
と
闘
っ

て
き
た
人
々
も
、
新
し
い
日

本
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い

る
今
こ
そ
再
び
団
結
し
、
差

別
か
ら
の
解
放
に
向
け
て
闘

っ
て
い
こ
う
と
立
ち
上
が
り

ま
す
。
全
国
水
平
社
の
思
い

を
受
け
継
い
だ
、
部
落

解
放
全
国
委
員
会
が
結

成
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

も
部
落
子
ど
も
会
を
つ

く
り
、
運
動
を
お
こ
し

て
い
き
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
中
、
解
放
運 

動
に
大
き
な
転
機
が
訪 

れ
ま
す
。 

 

　
１
９
５
１
年
、 

　
　
　
　
京
都
市
。 

　「
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
」

と
い
う
雑
誌
に
、
あ
る
小
説

が
の
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
市
役
所
の
職
員
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
そ
の
小
説
は
、
被

差
別
部
落
を
舞
台
に
、
住
環

境
の
状
況
や
人
々
の
生
活
に

つ
い
て
、
偏
見
の
ま
な
ざ
し

で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
被
差
別
部
落
の
人
々
は
市

長
に
対
し
て
、
抗
議
を
行
い

ま
す
が
、
市
長
は
、 

「
差
別
を
し
た
職
員
が
悪
い

の
で
あ
っ
て
、
私
は
悪
く
な

い
。」
と
、
職
員
個
人
の
責

任
の
み
に
し
て
き
ま
し

た
。 

　
な
ぜ
、
職
員
は
そ
ん

な
差
別
小
説
を
書
い
た

の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
そ
の
偏
見
は
、
ど
こ

か
ら
生
ま
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
？ 

京
都
市
内
に
お
い
て
、 

　
●
　

長
期
欠
席
の
生
徒
が

多
い
所 

　
●
　

各
家
に
便
所
が
な
く
、

共
同
で
あ
る
所 

　
●
　

乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高
い

所 

　
●
　

消
防
車
が
入
れ
な
い
所 

な
ど
、
こ
れ
ら
の
質
問
に
あ

て
は
ま
る
場
所
、
つ
ま
り
生

活
環
境
が
改
善
さ
れ
て
い
な

い
場
所
を
確
認
し
て
い
き
ま

す
。 

　
そ
の
場
所
の
ほ
と
ん
ど
が

被
差
別
部
落
で
あ
り
、
部
落

の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ

ま
し
た
。 

　
部
落
解
放
全
国
委
員
会
は
、

「
被
差
別
部
落
の
実
態
を
こ

の
ま
ま
に
し
て
い
て
は
、
同

じ
事
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
。

戦
後
、
復
興
し
て
い
く
日
本

に
あ
っ
て
、
被
差
別
部
落
は

厳
し
い
生
活
環
境
を
放
置
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
事
が
、
部

落
の
貧
困
や
子
ど
も
た
ち
が

学
校
を
長
期
欠
席
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
原
因
と
な
り
、

差
別
を
生
み
出
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
事
を
放
置
し
て
き

た
行
政
に
も
責
任
が
あ
る
。」

と
し
て
、
行
政
に
対
し
て
も

運
動
を
お
こ
し
て
い
き
ま
し

た
。 

　
こ
の
運
動
に
よ
り
、
市
長

は
厳
し
い
生
活
環
境
を
放
置

し
て
き
た
事
を
認
め
、
こ
れ

か
ら
平
等
な
行
政
を
行
う
約

束
を
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
事

件
は
、
部
落
差
別
は
人
々
の 

差
別
意
識
だ
け
が
生
み
出
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
放
置

さ
れ
て
き
た
厳
し
い
生
活
環

境
が
差
別
そ
の
も
の
で
あ
り
、

人
間
と
し
て
の
権
利
を
奪
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
以
降
、
新
た
な
解
放

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

 

「Ｈｉｓｔｏｒｙ」「Ｈｉｓｔｏｒｙ」
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地域教育だより
日高村教育委員会

学校支援ボランティア��大募集！
2004

年度 

＊＊＊�子どもの未来応援団にあなたの力を！＊＊＊＊＊＊�子どもの未来応援団にあなたの力を！＊＊＊＊＊＊�子どもの未来応援団にあなたの力を！＊＊＊
今、登録いただいているジャンルを紹介します！

自分の知識や特技、好きなことや得意なことで、日高村の子ども達といっしょに楽しい時
を過ごしてみませんか？また、特別にできることがないという方でも、子ども達を応援し
たいという気持ちがあれば大歓迎です。 
ボランティアバンクに登録いただいた方には、学校からの要請に応えて、無償で学習や生
活面での支援をお願いしています。多くの方の連絡をお待ちしています。 

24－5115（教育委員会）

今年度の第１回の募集しめ切りは、
６月25日（金）です。 

 上のジャンル以外でも 
　　　　どしどし応募ください。 

今年度の第１回の募集しめ切りは、
６月25日（金）です。 

 上のジャンル以外でも 
　　　　どしどし応募ください。 

現在 47人 
（12団体登録） 

音楽、芸能、工芸、芸術関係

楽器演奏、演劇、俳句、絵画、パッチワーク、
茶の湯、生け花、踊り、詩吟、和太鼓、一弦
琴など 

読み聞かせ、レク関係

囲碁、将棋、ゲーム、
昔遊び、おやつづくり、
読み聞かせ、紙芝居な
ど 

 健康、福祉、言語関係

福祉の仕事、手話、生活習慣病
と食事、英語指導など

スポーツ関係

剣道、野球、グランドゴルフ、野外活動、
楽しく体を動かしている人ほか 
 
農業、自然、環境関係

農業、宇宙、星、歴史植物、建 
築、地形、地質、文化財など！ 

日高村の歴史、自然、水害他

歴史、人物、民話、植物、自然環境 
文化財、水害の歴史など 

もっとたくさん
    集まって！

日高村についての達人は
 何でもＯＫです！



─広報ひだか 6月号─　（10）（11）　─広報ひだか 6月号─

InformationInformation

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の 

情報 
く・ら・し・の 

情報 

　
毎
年
、
７
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
あ
り

愛
護
運
動
の
一
環
と
し
て
皆
様
の
ご
協
力

を
得
て
、
仁
淀
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

の
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
左
記
の
予
定
で
行
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
記 

 

実
施
日
　
平
成
16
年
７
月
４
日
（日）
　 

時
　
間
　
午
前
７
時
よ
り 

場
　
所
　
日
高
村
江
尻
河
原
（
江
尻
堤
防
） 

○
ご
み
袋
・
軍
手
等
は
用
意
し
て
お
り

ま
す
。 

○
清
掃
作
業
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
清
掃
終
了
後
、
参
加
品
を
お

渡
し
し
ま
す
。 

○
お
子
様
の
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

雨
天
の
場
合
は
７
月
25
日
（日）
に
延
期
し

ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

　
国
土
交
通
省
高
知
河
川
国
道
事
務
所 

　
河
川
管
理
課 

　
　
　
０
８
８
―
８
３
３
―
６
９
０
４ 

仁
淀
川
一
斉
清
掃
の
お
知
ら
せ

覚
え
て
い
ま
す
か
？

 
 
50
年
51
年
の
水
害
を

　
昭
和
57
年
に
日
下
川
放
水
路
が
完
成
し
て
以
降
、
村
で
は
甚

大
な
水
害
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
水
害
の
恐
れ
が

全
く
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
放
水
路
に
は
、
チ
リ
等
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
入
り
口
に
ス

ク
リ
ー
ン
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
増
水
す
る
た
び
に
大

量
の
チ
リ
が
た
ま
り
流
れ
を
妨
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
リ
は
大

型
の
ク
レ
ー
ン
等
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
ら
の
重
機
が
故
障
し
な
い
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
平
成
13
年
に
起
こ
っ
た
高
知
西
南
豪
雨
の
よ
う
な
、
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
よ
う
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

　
私
達
の
安
心
な
生
活
の
た
め
に
は
、
放
水
路
の
機
能
を
十
分

に
活
か
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か

ら
川
や
川
辺
に
チ
リ
等

を
捨
て
な
い
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
収
穫
後
の
ワ

ラ
な
ど
は
、
早
く
田
に

打
ち
込
む
等
、
も
し
増

水
し
て
も
川
に
流
れ
て

い
か
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。 

建
設
課 

　
　
２
４
―
５
１
１
４ 

村
内
一
斉
清
掃

村
内
一
斉
清
掃

村
内
一
斉
清
掃

お
問
い
合
わ
せ
先

 
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー

 
 
 
２
４
︱
７
８
５
１

６
月
27
日
（日）

６
月
27
日
（日）

川を守ることは家や農作物を守ること 
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郵
便
局
で
は
、
６
月
１
日
（火）
か
ら
平
成
16
年

度
用
暑
中
見
舞
い
用
郵
便
葉
書
を
発
売
し
て
い

ま
す
。 

　
種
類
は
、
裏
面
に
夏
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
を
配

し
た
絵
入
り
２
種
類
（｢

田
園｣｢

浜
辺｣

）
の
ほ

か
、｢

無
地｣

、
パ
ソ
コ
ン
愛
好
者
に
好
評
い
た

だ
い
て
い
る｢

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙｣

、
く
ぼ
み

入
り
葉
書
も
発
売
し
ま
す
。 

　
価
格
は
い
ず
れ
も
一
枚
50
円
で
す
。 

　
お
近
く
の
郵
便
局
又
は
切
手
類
販
売
所
で
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。 

郵
便
局
だ
よ
り

水
稲
共
同
防
除
に

対
す
る
ご
協
力
の

お
願
い

中
央
農
業
共
済
組
合 

井
ノ
峯
、
九
頭
、
本
郷
、
沖
名
下
、

沖
名
上
・
中
、
下
分
、
防
除
班 

 

　
本
年
度
も
圃
場
整
備
区
域
内
の

水
稲
一
斉
防
除
を
下
記
の
日
程
に

よ
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
共
同
防
除
は
、
農
家
の
皆

様
は
も
と
よ
り
、
防
除
所
、
村
役
場
、

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
協

等
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
液
剤
一
斉
散
布
の
方
法
に

よ
り
少
な
い
農
薬
を
効
果
的
に
使

用
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
環
境
保

全
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
行

う
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
朝
早
く
か
ら
の
騒
音
や

関
係
車
輌
の
往
来
、
微
量
の
農
薬

霧
の
飛
沫
等
で
、
近
所
の
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
存
じ

ま
す
が
、
そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　
ま
た
散
布
に
際
し
ま
し
て
は
、

十
分
注
意
を
し
て
実
施
し
ま
す
が
、

車
輌
、
洗
濯
物
、
ペ
ッ
ト
等
は
格

納
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

共同防除日程は天候等により、変更になることがあります。共同防除予定表 
防除地区 
下 分  
本 郷  
井 ノ 峯  
沖名上・中 
沖 名 下  
九 頭  

１回目
６／26  朝
７／５  朝
６／29  晩
７／２  晩
７／３  朝
６／24  朝

２回目
７／24  朝
７／10  朝
７／14  晩
７／13  晩
７／13  朝
７／20  朝

３回目
８／21  朝
７／16  朝
８／６  晩
８／13  晩
８／13  朝
８／９  朝

４回目
９／７  朝
８／14  朝
８／24  晩
８／27  晩
８／24  朝
８／26  朝

５回目

８／27  朝

未　定

作業時間　朝の部　午前３時頃～９時頃 
　　　　　晩の部　午後５時頃～10時頃 

　詳細はNOSAI中央までお問い合わせください。TEL24－5611 
 

　
今
年
も
出
水
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、

川
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
増
水
に
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

四
国
電
力
︵
筏
津
ダ
ム
︶

か
ら
の
お
願
い

サイレンの鳴らしかた

ウ～

１分吹鳴

ウ～

１分吹鳴
（15秒休み）

四国電力株式会社　筏津ダム管理所（TEL　0889-26-1173） 

※筏津ダム放流量等の情報は、下記の電話番号（無料）で24時間放送 
　しておりますので、ご利用ください。 
　　フリーダイヤル　0120-26-3679

涼
や
か
な

 
 
 
夏
の
た
よ
り
を

 
 
 
 
 
 
 
あ
の
人
に

暑
中
見
舞
い
用
は
が
き
６
月
１
日
発
売
!!

親しいお友だち、遠く離

れたあの方へ夏だよりにぜひ

ご利用ください。   

「田園」 「浜辺」
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information

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
︵
可
燃
ご
み
︶

●生ごみは、水切を十分にして出しましょう。 
●毛布・ふとん・座ぶとん等綿入のもは、必ず座ぶとん大に切り、指定袋に入れて
出しましょう。 

チェックポイント 

◎生ゴミは水切りを充分に
して、指定の袋に入れて
出してください。 

◎紙おむつは汚物を取り除い
てください。 

◎天ぷら油は布・紙に含ませるか、
固形化してください。 

料理くずなど厨芥類 少量の木の枝・板切れなど 手紙・DM類・ノート・写真など紙くず 

主な可燃ごみ 

注意 

正しい可燃ごみの出し方 

可
燃
ご
み
を
出
す
際
に
は
、
次
の
こ
と
を
必
ず
守
り
決
め
ら
れ
た

収
集
日
、
時
間
、
収
集
場
所
に
指
定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

FAX

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。 

★
視
聴
方
法 

・
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
（
テ
レ
ビ
205 

ch

・
ラ
ジ
オ
500 

ch
）
全
国
放
送
中
！ 

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
高
知
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
よ
さ

こ
い
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
） 

・
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー
▼
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
オ

ー
デ
ィ
オ
テ
ー
プ
に
よ
り
視
聴
で
き
ま
す
。 

 

平
成
16
年
度
第
２
学
期
学
部
生
・
大
学
院

修
士
科
目
生
及
び
平
成
17
年
度
大
学
院
修

士
全
科
生
学
生
募
集 

 【
募
集
期
間
】 

　
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生 

　
　
平
成
16
年
６
月
15
日
（火）
〜
８
月
31
日
（火） 

　
大
学
院
修
士
全
科
生
（
平
成
17
年
度
） 

　
　
平
成
16
年
９
月
１
日
（水）
〜
９
月
14
日
（火） 

 ﹇
教
養
学
部
﹈ 

学
生
の
種
類 

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、「
学
士

（
教
養
）」
の
学
位
の
取
得
を
目
指
す
学
生
） 

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る

科
目
を
履
修
す
る
学
生
） 

・
科
目
履
修
生
（
１
学
期
間
「
６
か
月
」
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
す
る
学
生
） 

特
　
長 

○
「
学
士
（
教
養
）」
の
学
位
が
取
得
で
き
ま

す
。（
全
科
履
修
生
） 

○
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学
で
き
、

人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
等
の
幅
広
い
分

野
の
科
目
（
約
３
０
０
科
目
）
か
ら
学
べ
ま

す
。（
選
科
・
科
目
履
修
生
） 

○
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
３
年
次

編
入
学
が
で
き
ま
す
。（
全
科
履
修
生
） 

○
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

○
看
護
師
学
校
養
成
所
２
年
課
程
（
通
信
制
）

の
教
育
内
容
に
対
応
可
能
な
授
業
科
目
を
開

設
し
て
い
ま
す
。 

 ﹇
大
学
院
﹈ 

学
生
の
種
類 

・
修
士
全
科
生
（
２
年
以
上
在
学
し
、「
修
士

（
学
術
）」
の
学
位
の
取
得
を
目
指
す
学
生
） 

・
修
士
科
目
生
（
１
学
期
間
「
６
か
月
」
在
学

し
、
自
分
の
学
習
・
研
究
し
た
い
科
目
を
選

択
し
て
、
１
科
目
か
ら
履
修
す
る
学
生
） 

特
　
長 

○
「
修
士
（
学
術
）」
の
学
位
が
取
得
で
き
ま

す
。
入
学
者
選
考
を
行
い
ま
す
。（
修
士
全

科
生
） 

○
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学
で
き
ま

す
。（
修
士
科
目
生
） 

○
総
合
文
化
・
政
策
経
営
・
教
育
開
発
・
臨
床

心
理
の
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
か
ら
学

べ
ま
す
。 

○
現
職
教
員
の
方
等
の
専
修
免
許
状
取
得
に
利

用
で
き
ま
す
。 

 

★
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
〒
７
８
０
｜
８
５
２
０ 

　
　
高
知
市
曙
町
２
｜
５
｜
１
（
高
知
大
学
内
） 

　
　
放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
０
８
８
｜
８
４
３
｜
４
８
６
４ 

　
　
　
０
８
８
｜
８
４
３
｜
４
８
１
３ 

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　http://w

w
w

.u-air.ac.jp/hp

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
サ
ー
ビ
ス 

　
　
　
０
４
３
｜
２
１
１
｜
８
３
５
１ 

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

　
　
　
０
１
２
０
｜
８
６
４
｜
６
０
０ 

●牛乳パックなどの紙パックは、「資源ごみ」の日に出しましょう。 

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
﹁
放
送
大
学
﹂
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一
時
的
保
育
に
つ
い
て

母
子
家
庭
の
皆
様
へ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人｢

大
地
の
会｣

で
は
、
母
子
家
庭

等
の
就
業
を
支
援
す
る
の
た
め
の｢

高
知
県
母

子
家
庭
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー｣

を
開
設

し
て
い
ま
す
。 

　
こ
こ
で
は
、 

・
就
業
の
た
め
の
相
談
や
指
導
、
求
人
情
報
の

収
集
と
提
供 

・
就
業
の
た
め
の
各
種
資
格
や
技
能
を
取
得
す

る
た
め
の
支
援
制
度
の
取
扱
い
窓
口
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス 

・
専
門
相
談
員
を
配
置
し
て
の
法
律
問
題
等
専

門
相
談 

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
相
談
は
全
て
無
料
で
す
。 

一
般
相
談 

　
平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分 

専
門
相
談 

　
毎
月
第
３
水
曜
日 

　
　
９
時
〜
12
時
　
13
時
〜
16
時 

相
談
時
間
は
１
人
30
分
〜
１
時
間 

専
門
相
談
は
、
原
則
と
し
て
予
約
制
で
す
。 

　
相
談
ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

高
知
県
母
子
家
庭
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
高
知
市
旭
町
３
丁
目
115
番
地
　
ソ
ー
レ
２
Ｆ 

　
　
　
０
８
８
―
８
７
５
―
２
５
０
０
・
２
５
０
３ 

　
　
　
０
８
８
―
８
７
５
―
２
５
０
６ 

村
内
空
家
情
報

提
供
の
お
願
い

　
最
近
、「
日
高
村
に
住
み
た

い
が
、
空
家
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
」「
仁
淀
川
の
近
く
に
家

を
探
し
て
い
る
の
で
す
が
…
」

と
い
っ
た
お
問
い
合
わ
せ
が
役

場
の
方
に
数
件
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
　
　 

　
村
内
に
あ
る
空
家
を
譲
っ
て

も
い
い
、
あ
る
い
は
貸
し
て
も

い
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ま
た

空
家
の
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、

左
記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

　
村
へ
の
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
や

定
住
促
進
を
図
る
う
え
に
も
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

連
絡
先
　
日
高
村
企
画
課 

　
　
　
２
４
―
５
１
１
３ 

就
職
の
こ
と
何
で
も 

　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い 

就
職
の
こ
と
何
で
も 

　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い 

FAX

　
一
時
的
保
育
と
は
、
ふ
だ
ん
乳
幼
児
を
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
方
が
継
続

的
か
緊
急
一
時
的
に
保
育
が
困
難
に
な
る
場
合
に
お
預
か
り
す
る
事
業
で

す
。 ○

場
　
所
　
東
部
保
育
所 

○
実
施
日
　
月
〜
土
曜
日
（
月
10
日
を
限
度
と
す
る
） 

○
対
象
児
　
村
内
在
住
の
６
歳
ま
で
の
未
就
乳
幼
児 

○
料
　
金
　
１
日
　
　
　
　
　
２
、
０
０
０
円
（
昼
食
、お
や
つ
を
含
む
） 

　
　
　
　
　
平
日
午
前
半
日
　
１
、
２
０
０
円
（
昼
食
を
含
む
） 

　
　
　
　
　
土
曜
日
午
前
半
日
及
び
平
日
午
後
半
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
０
０
０
円
（
お
や
つ
を
含
む
） 

○
保
育
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
ま
で
（
月
〜
金
） 

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
12
時（
土
曜
） 

例
え
ば
こ
ん
な
と
き 

※
ご
利
用
に
な
り
た
い
方
は
予
約

が
必
要
で
す
の
で
、
希
望
日
の

前
日
午
後
５
時
ま
で
に
ご
連
絡

を
く
だ
さ
い
。 

問い合わせ先

東
部
保
育
所 

　
　
２
４
―
４
５
２
２ 

日
高
村
健
康
セ
ン
タ
ー
内 

（
福
祉
課
） 

　
　
２
４
―
７
８
５
１ 

○
冠
婚
葬
祭
、
疾
病
、
入
院
な
ど
に
よ
り
緊
急
に
お
子
さ
ん
の
保
育

が
必
要
に
な
っ
た
。 

○
私
的
な
理
由
（
美
容
院
・
お
見
舞
・
就
職
の
た
め
の
面
接
・
多
数

の
お
客
様
が
家
に
来
る
の
で
・
保
育
所
に
な
ら
す
た
め
・
お
母
さ

ん
の
育
児
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
解
消
等
） 

内

容
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糖
尿
病
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

　
近
年
の
高
齢
化
や
食
の
欧
米
化
・

運
動
不
足
な
ど
の
生
活
背
景
か
ら
、

今
や
成
人
の
6.3
人
に
１
人
が
糖
尿
病

有
病
者
か
そ
の
予
備
軍
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
自
覚
症

状
が
乏
し
く
、
大
多
数
の
人
が
健
康

診
断
で
偶
然
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
糖
尿
病
が
怖
い
の
は
、
早
い
時
期

か
ら
動
脈
硬
化
が
進
み
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
あ
り
、

早
期
か
ら
の
自
己
管
理
が
大
切
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
昨
年
に
引

き
続
き
ま
し
て
糖
尿
病
公
開
講
座
を

開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
ら
れ
、
日
々
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。
み
な
さ
ま
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。 

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
に

　
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
と
は
、
Ｋ

Ｈ
Ｖ
（koi herpesvirus

）
と
呼
ば
れ
る

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
、

コ
イ
特
有
の
病
気
で
す
。 

　
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
コ
イ
（
マ

ゴ
イ
又
は
ニ
シ
キ
ゴ
イ
）
に
感
染
す
る
も

の
で
、
感
染
し
た
コ
イ
を
食
べ
た
か
ら
と

い
っ
て
人
間
が
こ
の
病
気
に
か
か
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
現
在
こ
の
病
気
に
対
す
る
治

療
法
が
な
い
た
め
に
、
い
っ
た
ん
コ
イ
が

こ
の
病
気
に
感
染
し
て
し
ま
う
と
、
他
の

コ
イ
と
の
水
を
介
す
る
接
触
に
よ
っ
て
病

気
を
広
げ
、
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
　 

　
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、
本
県

で
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
す
で
に
24
都
道
府
県
で
発
生
し
、
全

国
的
な
感
染
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

　
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
目
立
っ

た
外
部
症
状
は
少
な
く
判
別
が
難
し
い
の

で
す
が
、
こ
の
病
気
の
ま
ん
延
を
防
止
す

る
た
め
に
も
、
た
く
さ
ん
の
コ
イ
が
死
ん

で
い
る
等
の
異
常
を
発
見
し
た
際
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
日
高
村
役
場
産
業
振
興
課 

　
　
　
２
４
｜
４
６
４
７ 

　
高
知
県
水
産
振
興
課 

　
　
　
０
８
８
｜
８
２
１
｜
４
８
２
９ 

　
高
知
県
内
水
面
漁
業
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
０
８
８
７
｜
５
２
｜
４
２
３
１ 

日　時　6月13日（日）午前9時～午後2時 
場　所　伊野町立公民館 
内容／講師 
　　◆血糖・血圧測定 
　　◆糖尿病ってどんな病気？ 
　　　○糖居病とは。糖尿病の合併症、治療、日常生活など 
　　　　糖尿病専門医　沼田　幸子 
　　◆塘尿病の食事療法とは？ 
　　　○糖尿病の食品交換表って何？ 
　　　○食べて確認してみよう。 
　　　　（昼食をバイキング方式で食べていただきます） 
　　　　管理栄養士　新谷　美智 
　　◆運動療法について 

○高齢者・関節痛など運動器に障害をもつ方ができる運動
を中心に行います 

　　　　理学療法士　久保　実 
　　◆薬物療法について 
　　　　薬剤師　浜田　美和 
参加料　米一合、500円 
申込み　仁淀病院総務係まで　　　088－893－1551 
その他　運動のできる服装でおいでください。 
主　催　仁淀病院いきいき健康教室（代表　新谷　美智） 

２
０
０
４
年
度

高
岡
教
育
総
合
フ
ェ
ス
タ

 
 
 
 
 
の
お
知
ら
せ昨年の様子 

　
昨
年
１
０
０
０
人
規
模
で
行
わ
れ
ま

し
た
フ
ェ
ス
タ
を
本
年
度
も
須
崎
市
で

行
い
ま
す
。 

　
高
岡
地
区
の
子
ど
も
、
保
護
者
、
教

員
、
地
域
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
て
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
販
売
活
動
な
ど
を
通
じ
、
互
い
に

交
流
し
、
各
地
域
の
取
り
組
み
に
学
び

合
い
ま
す
。 

 

６
月
20
日
（日）
〜
９
時
30
分
〜
15
時 

須
崎
市
民
文
化
会
館 

（
参
加
申
し
込
み
は
、
教
育
委
員
会
に

６
月
８
日
ま
で
に
電
話
（
２
４
｜
５

１
１
５
）
で
ど
う
ぞ
） 
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池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

ごめい福をお祈りいたします 

（以上平成16年５月15日迄届出分） 

お誕生おめでとうございます 

（以上平成16年５月15日迄届出分） 

森
下
　
花
子 

○
彼
岸
坂
来
て
父
の
こ
と
母
の
こ
と 

俳
句
で
は
単
に
彼
岸
と
い
え
ば
春
彼
岸
の
こ

と
で
、
た
い
て
い
３
月
18
日
か
ら
７
日
間
で

あ
り
、
祖
先
を
祀
り
墓
参
な
ど
す
る
。 

こ
の
句
の
彼
岸
坂
と
は
祖
先
の
墓
地
近
く
の

坂
道
で
あ
ろ
う
。
登
り
な
が
ら
亡
き
父
母
の

こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
回
想
す
る
。 

 

北
添
　
正
子 

○
山
吹
に
太
田
道
灌
偲
ば
る
る 

江
戸
城
を
築
い
た
太
田
道
灌
は
、
室
町
時
代

の
武
将
で
、
歌
人
で
あ
る
。 

掲
句
の
作
者
は
、
山
吹
の
花
を
見
な
が
ら
、 

〝
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も
山
吹
の
…
…
〞

に
は
じ
ま
る
道
灌
と
少
女
の
物
語
を
思
い
出

し
た
。 

 

島
田
　
　
瞳 

衿
白
く
足
袋
も
真
白
の
風
炉
手
前 

新
茶
の
香
立
ち
て
目
の
前
過
ぐ
る
時 

 

鎮
西
　
美
緒 

せ
せ
ら
ぎ
で
杖
先
す
す
ぎ
遍
路
発
つ 

今
日
五
月
い
ち
に
ち
先
づ
は
句
会
か
な 

 

中
村
　
梅
子 

ま
あ
だ
だ
よ
五
月
の
背
戸
を
か
け
る
声 

雨
傘
を
立
て
れ
ば
応
へ
牡
丹
揺
る 

 

中
山
　
美
根 

退
院
の
五
体
を
撫
で
る
若
葉
風 

ぼ
う
た
ん
の
石
の
よ
う
な
る
蕾
か
な 

南
部
記
代
子 

中
庭
に
斜
め
に
泳
ぐ
鯉
幟 

青
芝
生
寝
転
び
て
見
る
飛
行
雲 

 

橋
詰
登
志
子 

逝
き
し
娘
は
今
も
幼
く
河
鹿
な
く 

新
樹
光
く
ぐ
り
て
拝
す
金
閣
寺 

 

濱
田
　
　
幸 

休
日
や
隣
隣
も
皆
田
植 

節
く
れ
の
指
で
小
さ
き
茶
の
芽
摘
む 

 

浜
田
　
博
子 

石
つ
か
む
根
の
高
々
と
皐
月
咲
く 

パ
ン
ジ
ー
の
色
と
い
ふ
色
咲
か
せ
切
る 

 

伊
野
部
哲
也 

変
声
期
迎
へ
し
子
等
の
五
月
か
な 

あ
ど
け
な
き
笑
顔
五
月
の
ナ
ー
ス
帽 

 

柏
井
　
皓
子 

今
日
よ
り
は
五
月
の
風
を
つ
く
る
森 

牡
丹
の
風
に
咲
か
さ
れ
風
に
散
る 
 

片
岡
　
幸
枝 

道
祖
神
落
花
ま
み
れ
に
雨
上
が
る 

止
ま
る
と
見
え
し
落
花
の
堰
を
越
す 

 

門
田
の
ぶ
子 

遊
ぶ
子
の
声
透
り
く
る
五
月
晴
れ 

催
促
も
な
ら
ず
母
の
日
近
づ
き
ぬ 

 
川
瀬
　
英
子 

こ
ぼ
れ
日
が
五
月
の
庭
を
彩
り
て 

し
ん
が
り
に
杖
を
す
す
め
て
五
月
山 

 

川
瀬
　
晴
恵 

会
終
へ
て
五
月
の
空
へ
手
を
伸
ば
す 

ギ
プ
ス
除
け
退
院
を
待
つ
花
は
葉
に 

 

池
野
い
ち
び 

公
園
が
集
合
場
所
の
み
ど
り
の
日 

春
の
夜
の
一
本
指
の
ピ
ア
ノ
か
な 

 

　
　
図
書
館
利
用
案
内 

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、
２
週
間 

　
　
20
―
１
５
３
３ 

机からの風景　～コスモス文庫より～ 

柏井　一伸（父）美智（母） 
　鴻　輝（ひろき） 
　　　　Ｈ16．４．27　岩目地西 

伊與　弘三（父）範子（母） 
　紘　政（ひろまさ） 
　　　　Ｈ16．５．１　馬越 

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
！

 

　
み
な
さ
ま
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
６
月
、
本
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
行
い
ま
す
。 

　
図
書
館
宛
て
に
出
版
社
な
ど
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
本
や
、
い
た
だ
い
た

け
れ
ど
も
、
既
に
あ
る
本
、（
類
書

＝
似
た
よ
う
な
内
容
の
本
＝
を
含
む
）

な
ど
を
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。  

　「
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
。」
と
書
い
た
箱
の
中
に
入
れ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
自
由
に
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。（
返
さ
な
く
て

い
い
で
す
）
本
の
数
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。 

＊
図
書
館
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
貼
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

も
し
も
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
貼
っ
て
あ

っ
た
ら
図
書
館
の
本
か
も
し
れ
ま
せ

ん
の
で
、
職
員
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。 

 

梅
雨
を
の
り
き
る
本 

﹃
雨
の
名
前
﹄ 
高
橋
順
子 

文 

 
 
 
 
 
 
佐
藤
秀
明 

写
真

　
６
月
と
い
え
ば
、
雨
の
多
い
季
節
。

と
も
す
れ
ば
、
う
っ
と
う
し
い
だ
け

の
雨
を
、
風
情
あ
る
も
の
と
し
て
と

ら
え
た
本
が
あ
り
ま
す
。
雨
の
呼
び

名
は
な
ん
と
、
421
種
類
も
あ
る
ん

で
す
。︵
び
っ
く
り
！
︶

　
昔
、
本
を
読
ん
で
い
て
、『
利
休

鼠
の
雨
が
降
る
』
と
い
う
一
節
が
あ

っ
て
、
ず
っ
と
疑
問
に
思
っ
て
い
ま

し
た
。「
ま
さ
か
、
ね
ず
み
が
降
っ

て
く
る
ん
じ
ゃ
　
あ
る
ま
い
な
」
と
、

た
わ
け
た
こ
と
を
思
っ
て
い
た
ら
、

こ
の
本
で
疑
問
が
氷
解
し
ま
し
た
。

（
見
開
き
余
白
に
裏
表
紙
の
色
の
説

明
。
利
休
鼠
の
雨
の
色
は
、
緑
が
か

っ
た
ね
ず
み
色
で
し
た
。） 

　
ち
な
み
に
、
利
休
鼠
は
、「
り
き

ゅ
う
ね
ず
」
と
読
む
よ
う
で
す
。 

　氏 名　　死亡年月日 年齢 部落名 

門田 民子 Ｈ16．４．13 92才 大 和 田  

島田俊男 Ｈ16．４．15 83才 駅 　 前  

中山 和　 Ｈ16．４．19 71才 柏 　 井  

畠山 政惠 Ｈ16．４．25 85才 長 　 畑  

堀尾 安子 Ｈ16．４．25 81才 名 越 屋  

竹内日出男 Ｈ16．４．23 67才 望 ヶ 丘  

門田 　信 Ｈ16．５．２ 84才 宮 　 谷  

坂東 豊志 Ｈ16．５．９ 74才 井 　 峯  
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日高村の人口 

日高村の交通事故発生状況 

Vol.38知ってたつもり？知ってたつもり？

紫陽花の新名所に

　
こ
ん
に
ち
は
！
　
私
は
日
高
村
に

派
遣
さ
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
の
ヴ
ィ
ニ
ー
ス
で
す
。 

　
私
が
日
本
に
来
て
５
月
29
日
で
〝
ア

ン
・
ビ
リ
ー
バ
ボ
ー
〞
も
う
10
ケ
月

に
な
り
ま
す
。
高
知
県
日
高
村
は
本

当
に
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ

し
て
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
日
高
」
、
「
郵
便
局
」
、
「
ロ

ー
ソ
ン
」
で
出
会
う
人
は
、
い
つ
も
親
し
く
私
に
微

笑
み
か
け
て
く
れ
ま
す
。
大
変
す
ば
ら
し
い
経
験
が

で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
こ
の
５
月
に
は
、
私
の
妹
（
カ
ヴ
ィ
タ
）
が
カ
ナ

ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
日
高
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
彼
女
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
日
本
で
す
。
彼
女

は
今
、
小
学
校
の
教
員
を
し
て
い
ま
す
が
、
「
日
下

保
育
園
」、「
能
津
小
学
校
」、「
日
下
小
学
校
」、「
加

茂
中
学
校
」
そ
し
て
「
日
高
中
学
校
」
で
は
、
私
と

２
人
で
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
た
り
、
い
っ
し
ょ

に
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
彼
女
は
日
高
村
で
最
高
に
充
実
し
た
時
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
〝
本
当
に
、
こ
じ
ゃ
ん
と
楽

し
か
っ
た
〞
そ
う
で
す
。
彼
女
を
親
し
く
、
そ
し
て

温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。 

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
日
高
村
で
過
ご
す
次
の
数
ケ
月

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
特
に
８
月
の
よ
さ
こ

い
祭
り
は
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

で
皆
さ
ん
に
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。 

　
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
ヴ
ィ
ニ
ー
ス
・ 

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン 

ヴィニースヴィニースヴィニース

日��記

 
 

県
内
数
箇
所
の
合
併
協
議
会
が
解
散
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。
住
民
投
票
に
よ
っ
て
解
散
に
い
た
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
果
た
し
て
、
協
議
会
で
作

ら
れ
た
資
料
を
も
と
に
熟
慮
さ
れ
て
決
断
し
た
か
疑

問
は
残
り
ま
す
。 

　
合
併
す
る
こ
と
が
地
方
自
治
の
目
的
で
は
な
く
、

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら

ば
、
合
併
は
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
行
政
に
は
そ
の
情
報
を
提
示
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
が
、
住
民
の
方
に
、
関
心
を
も
っ
て
頂
か
な
い
と

あ
ま
り
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で

も
今
後
も
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報

を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　　　　　　　　４月末現在 

　　　　　　　　（前月比） 
世帯数　　 2,415 （＋７） 
人　口　　 6,227人 （－８） 
　　　　男 2,953人 （－１） 
　　　　女 3,274人 （－７） 
 
　　  　　１～４月分（４月） 
人身事故 15件 （４件） 
死　　者 ０名 （０名） 
傷　　者 17名 （３名） 
 

鴻　輝  くん 

柏井　一伸　さん（父）（岩目地西） 
　　　美智　さん（母） 

「たくましく、元気に育ってね　」 

（ひろき） 

　平成13年、日下川
調整池に約1000本の
紫陽花が植えられま
した。 
　毎月のグラウンド
ワーク作業によって
手入れされ、今年も
きれいな花を咲かし
てくれそうです。 
　また、約5000株の菖蒲の見頃をむかえそうです。 
　花が咲くころに一度はご覧になってはいかがでしょうか。 

あやめ（しょうぶ） 

あじさい


